









































































W O R K S H O P  R E P O R T
研究会報告�
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　呉越神歌の中で、我々は“送龍舟”の行事をよく目に
する。儀式が“送神”の段階に入ったときに、神歌手が
凶神を送る方法と、正神・善神を送る方法とは異なって
いる。神歌手が後者を送るときには、普通“送神歌”を
歌い、神碼を焼いて礼拝などをする。そして前者を送る
ときには、凶神の神碼を祭壇からはずし、あらかじめ作
っておいた龍舟に乗せ、神歌手が“参船発舟”（あるいは
簡単に“龍舟”という）を歌って龍舟に向かって参拝し、
それらの凶神が速やかに去り、永遠に戻ってこないこと
を請う。そして龍舟を川に浮かべ、一匹の黒魚に龍舟を
牽かせて遠くに運ばせたり、あるいは龍舟を郊外に（あ
るいは海まで）運び出して焼いたり、あるいは龍舟を寺
院に運んでぶら下げたりする。つまり、ここに一種のは
らいの巫術が存在しているということは、疑う必要もな
いのである。もちろん、そこにははらいだけでなく祈祷
も存在している。少し具体的な言葉で形容するならば、
ちょうど「硬軟両様の手段をあわせ用いる」ということ
であろう。人々は凶神に頭を痛めつつもどうすることも
できず、ただ神々を招いてもてなし、美味しい食べ物を
振る舞い、良いことを言って持ち上げ、それから手のひ
らを返したように騙して舟に乗せ、神々を遠ざけて、永
遠に戻ってきて騒がせることができないようにするしか
ないのである。ある意味ではこれも一種の“祓除”であ
り、ただすでに変化してしまっていてそれと識別しにく
くなってしまっているのである。�
　“送龍舟”の民俗活動は、浙江の民間で盛んに行われ、
呉越神歌の儀式の中にだけあらわれるのではない。筆者
はこのことについて調査研究を行ったことがある。例え
ば温州一帯では、往時疫病が流行するたびにその地域の
人々は道士に“羅天大　”の儀式をするように頼み、あ
わせて“送紙船”をする。まず一隻の普通の船とそっく
りの大きな紙の船を造る。道士が儀式を行って6日経つと、
最後の日に紙船を海まで送り、燃やしてしまう。これで
“瘟神”を遠ざけたと考えるのである。温州一帯の“唱霊
経”（または“南游”“唱夫人”とも言う）の中では、“送
耗”という行事もある。一般的には儀式の過程で3回“送
耗”を行い、順序に従ってあらかじめ準備しておいた紙
船を川のほとりで焼く。寧波の馬村では、“祓茅船”と呼
ばれる儀式があり、これも鬼やらいのためのものである。
巫者が種々の演技を行い、妖魔鬼怪を脅して舟に乗せ、
その後その“茅船”を水に投げ入れ、遠くに流れるに任
せる。麗水一帯では、“送花船”がある。人々は各家庭に
隠れたいわゆる妖魔鬼怪をすべて探し集め、“花船”に乗
せ、それから川の流れに乗せて遠くに流れるに任せるこ
とをシンボリックに行なう。金華では、往時道士が執り
行う“打清　”の儀式があり、その中の行事のひとつに
も“送紙船”があった。武義では昔、端午節の祭に“推
端午船”の風俗があった。当日城隍廟で祭祀儀礼を行い、
大船とも言うべき大きさの紙船を造り、船上に“五鬼”
という5体の紙人形を縛りつける。道士が儀式を執り行い、
“五鬼”に船に乗るよう催促する。それから人々は紙船を
押して大通りに沿って狂奔し、最後には船を川に投げ入
れて遠くに流してしまう。台州の椒江では、“大暑船”と
いう民俗活動がある。“大暑”の日に、人々は盛大な祭り
を行い、最後に瘟神“五聖”が乗っているという大きな
紙船を海まで送り出して焼くのである。習俗上、これも
その土地の人々の平穏無事を願うためのものと考えられ
ている。�
　まとめとしていうと、呉越神歌の儀式中の“送龍舟”
はどれも同じようなものであり、古い祓除・駆儺の後世
における変化であると理解することができる。浙江の民
間では、一般的にそれらを“送瘟神”とも呼ぶ。この龍
舟は瘟神のために準備したもので、人々はいろいろな方
法を取り、脅したり騙したり、硬軟両様の方法を使って
瘟神を龍舟に騙し乗せ、龍舟を川や海まで送り出し、流
れに任せたり焼いてしまったりする。これによって災難
と病気をすべてはらってしまえると考えているのである。
つまり、これもなお一種の巫術行為なのである。�
●注：この文章は7月23日に開催したワークショップ「祓
　　　いの儀礼と技法」でご報告いただいた顧先生に、
　　　ワークショップ終了後ご報告要旨に加筆していた
　　　だき、大学院生の川島純枝さんの手を煩わせて翻
　　　訳していただいたものである。ただ紙面の都合で
　　　一部割愛して掲載せざるを得なかった。文中にそ
　　　の部分を明示したが、文意を不分明にしてしまっ
　　　たところがあるかも知れない。筆者・訳者に無断
　　　で省略したことをお詫びする。（山口建治）�
ワークショップ（2005.7.23開催）の様子。�
